
　　　
寿
命
寺
は
今
年
、
開
基
四
百
年
を
迎
え
ま

す
。
日
本
に
数
多
あ
る
お
寺
に
比
べ
れ
ば
そ

れ
程
古
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
諸

行
無
常
の
こ
の
世
に
あ
っ
て
、一
つ
の
施
設
・

組
織
が
四
百
年
も
の
間
維
持
さ
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
や
は
り
大
変
な
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
だ
け
の
間
存
在
し
続
け
て
き
た
と
い

う
こ
と
は
、
寿
命
寺
が
雄
琴
の
人
た
ち
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
本
堂
に
集
い
共
に
念
仏
を
唱
え
る
こ
と

で
地
域
の
仲
間
と
繋
が
る
。
ま
た
お
浄
土
の

世
界
を
頂
く
こ
と
で
ご
先
祖
と
繋
が
る
。
地

域
の
た
め
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
た

め
、
そ
の
よ
う
な
営
み
が
最
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
、
先
人
は
大
変
な
ご
苦
労
を
し
な

が
ら
こ
の
お
寺
を
私
た
ち
に
繋
い
で
く
だ

さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
寿
命
寺
は
人
々

に
必
要
と
さ
れ
る
お
寺
と
し
て
存
続
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
考

え
る
参
考
に
、
住
職
の
職
場
の
上
司
の
住
む

地
域
の
、去
年
の
出
来
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
月
の
台
風
十
八
号
で
地
域
の
お
寺
が
土

砂
崩
れ
に
よ
っ
て
全
壊
し
ま
し
た
。
平
安
初

期
の
建
立
と
さ
れ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
す
。

お
寺
は
地
域
の
二
十
戸
程
の
集
落
の
人
々
に

よ
っ
て
護
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
再
建
す
る

に
は
億
単
位
の
お
金
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で

も
ず
っ
と
ご
先
祖
が
受
け
継
い
で
き
た
お

寺
、
何
と
か
再
建
で
き
な
い
か
と
喧
々
囂
々

の
議
論
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
結
論
は
再
建
断
念
。
決
め
手
は
住

民
の
一
人
が
示
し
た
集
落
の
人
口
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
子
が

い
な
い
、
あ
る
い
は
都
会
に
出
て
帰
っ
て
来

な
い
な
ど
の
理
由
で
跡
取
り
の
な
い
家
が
増

え
、
二
十
年
後
に
は
集
落
の
戸
数
が
現
在
の

半
分
近
く
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
今
無
理
を
し
て
再
建
し
て
も
、

二
十
年
後
に
は
支
え
き
れ
な
く
な
る
。
だ
か

ら
も
う
再
建
し
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
一
見
台
風
被
害
で
お

寺
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
話
の
よ
う
で
す

が
違
い
ま
す
。
こ
の
地

区
は
過
疎
化
が
進
ん
で

い
て
、
二
十
年
後
に
は

「
限
界
集
落
」
に
近
い
状
況
に
陥
る
と
い
う

現
実
を
、
台
風
に
よ
っ
て
目
の
当
た
り
に
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
言
う
ま
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で
も
な
く
お
寺
は
そ
れ
を
必
要
と

し
、
支
え
る
人
が
い
て
初
め
て
成

り
立
ち
ま
す
。
地
域
社
会
が
成
立

し
な
け
れ
ば
お
寺
も
存
在
で
き
な

い
の
で
す
。

　
で
は
、
こ
の
話
を
雄
琴
や
寿
命

寺
に
当
て
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
雄
琴
は
宅
地
開
発
が
進
ん

で
い
て
一
見
過
疎
と
は
無
縁
の
よ

う
で
す
。
し
か
し
そ
う
し
た
家
々

の
殆
ど
は
寿
命
寺
と
関
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
お
寺
を
古
く
か
ら
支

え
て
き
た
門
徒
集
落
に
限
っ
て
み

れ
ば
跡
取
り
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
所
も
増
え
て
お
り
、
過
疎
と
ま

で
は
行
か
な
く
と
も
、
集
落
自
体

が
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
取
り
も
直
さ
ず
、
お
寺
を
支
え

る
家
や
人
が
減
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
人
々
の
意
識
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
社
会
全
体
の
傾
向
と

し
て
宗
教
に
対
す
る
理
解
が
低
く

な
っ
て
い
る
中
、
先
人
の
意
思
を

受
け
継
ぎ
、
お
寺
を
大
切
に
し
た

い
と
考
え
て
く
だ
さ
る
方
は
果
た

し
て
ど
れ
位
い
て
く
だ
さ
る
で

し
ょ
う
か
。
特
に
次
の
世
代
は
お

寺
を
支
え
る
家
・
人
が
減
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
く
だ
さ
る
方

は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
み
る

と
、
寿
命
寺
の
将
来
は
決
し
て
明

る
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
何
度

も
言
う
よ
う
に
、
人
々
が
お
寺
な

ん
て
要
ら
な
い
と
い
う
の
な
ら
そ

れ
ま
で
の
こ
と
で
す
。
で
も
寿
命

寺
で
は
数
年
前
に
住
職
が
不
在
に

な
っ
た
際
、
役
員
・
総
代
を
中
心

に
住
職
候
補
探
し
に
奔
走
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
婦
人
会
が
中
心
と

な
っ
て
無
住
の
寺
を
き
れ
い
に
保

た
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
寿
命
寺
の
門
徒
の
皆
さ
ん

が
、
お
寺
を
必
要
と
し
、
永
続
を

願
っ
て
い
る
こ
と
の
証
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
結
果
迎
え
入
れ
て
頂
い
た

私
と
坊
守
に
は
そ
の
願
い
に
応
え

て
い
く
義
務
が
あ
る
。
そ
う
勝
手

に
考
え
て
い
ま
す
。
次
号
以
降
、

寿
命
寺
と
そ
れ
を
支
え
る
雄
琴
の

街
を
未
来
に
繋
い
で
行
く
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
、
そ
の
方
策
な
ど

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

開基 400 年。寿命寺と雄琴のこれから。

右余間の阿弥陀如来絵像の裏書。
「慶長 19 年正月 16 日」とある。

寿命寺の未来、雄琴の未来連載
第１回
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【
百
回
忌
】
大
正
四
年

■
釋 

道
順
（
東
條 

忠
七
）

二
月
四
日  

東
條 

忠
吉  

父

■
釋 

妙
淳

六
月
十
三
日 

三
上 

久
一
郎  

子

【
五
十
回
忌
】
昭
和
四
〇
年

■
殉
誠
院 

釋 

香
勲
（
伊
藤 

薫
）

十
月
一
日  

伊
藤 

勲  

父

■
泰
倫
院 

釋 

好
道
（
中
川 

音

次
郎
）

十
二
月
十
一
日  

中
川 

直
市  

養

父【
三
十
七
回
忌
】
昭
和
五
十
三
年

■
釋 

浄
栄
（
池
見 

雅
子
）

三
月
二
十
一
日  

池
見 

和
朋  

妻

■
釋 

清
空
（
根
岸 

進
介
）

四
月
十
六
日  

中
川 

茂
治  

妹
の

子■
釋 

玄
朗
（
高
阪 

四
郎
）

十
二
月
十
七
日  

高
阪 

進  

父

【
三
十
三
回
忌
】
昭
和
五
十
七
年

■
正
倫
院 
釋 
了
宣
（
東
條 

五

兵
衛
）

四
月
二
十
六
日  
東
條 
重
治  

養

父■
釋 

玄
了
（
佐
川 

輝
雄
）

六
月
十
日  

本
人

■
釋
　
覚
道
（
古
川 

一
）

七
月
四
日  

古
川 

昭
雄  

兄

■
浄
正
院 

釋 

芳
教
（
東
條 

志

か
）

九
月
四
日  

東
條 

重
治  

養
母

【
二
十
七
回
忌
】
昭
和
六
十
三
年

■
釋 

蓮
春
（ 

三
上 

い
さ
）

二
月
二
十
五
日  

三
上 

靖
雄  

母

■
釋 

妙
超
（
古
川 

み
よ
子
）

六
月
十
九
日  

古
川 

敏
夫  

妻

■
浄
信
院 

釋 

妙
蓮(

池
見 

菊

子)十
二
月
三
十
日  

池
見 

喜
八
郎  

母【
二
十
三
回
忌
】
平
成
四
年

■
善
昭
院 

釋 

実
念
（
池
見 

長

蔵
）

三
月
一
日  

本
人

■
弘
誓
院 

釋 

政
受
（
三
上 

政

次
）

五
月
一
日  

三
上 

史
雄  

父

■
釋 

善
信
（
中
野 

龍
一
）

七
月
七
日  

中
野 

ム
メ
ノ  

夫

【
十
七
回
忌
】
平
成
十
年

■
釋 

信
證
（
長
田 

信
之
）

五
月
二
十
日  

長
田 

幸
子  

夫

■
釋 

宗
淳
（
太
田 

傳
八
）

七
月
二
十
七
日  

太
田 

傳
一
郎  

太
田 

浩
平  

父

■
釋 

幸
順
（
河
村 

幸
次
郎
）

八
月
二
十
四
日  

河
村 

ノ
ブ
子  

夫【
十
三
回
忌
】
平
成
十
四
年

■
壽
光
院  

釋 

静
美
（
古
川 

美

佐
子
）

三
月
四
日  

古
川 

静
三  

妻

■
廣
施
院  

釋 

善
久
（
三
上 

久

一
）

四
月
二
十
八
日  
三
上 

弘
也  

父

■
釋 

蓮
香
（
前
田 
い
と
）

五
月
三
十
一
日  
前
田 
博
輔  

母

■
知
順
院 

釋 

俊
良
（
伊
藤 
孟

夫
）

六
月
二
十
七
日  

伊
藤 

庄
蔵  

父

■ 

釋 

雅
亮
（
中
西 

雅
資
） 

七
月
二
十
五
日  

本
人

■
功
徳
院 

釋 

保
興
（
三
上 

保

一
）

十
二
月
二
日  

三
上 

聖
史  

父

■
釋 

幸
珠
（
嶋
貫 

幸
紀
）

十
二
月
十
八
日  

嶋
貫 

恵
美
子  

夫■
釋 

浩
勝
（
船
山 

浩
幸
）

十
二
月
二
十
五
日  

船
山 

美
由

貴  

夫
■
釋 

泰
優
（
矢
吹 

泰
子
）

十
一
月
二
十
五
日  

矢
吹 

嘉
三  

娘【
七
回
忌
】
平
成
二
十
年

■
釋 

慧
弥  

今
井 

弥
三
夫

一
月
六
日  

今
井 

い
し  

夫

■
釋 

妙
静
（
植
西 

静
子
）

一
月
十
日  

植
西 

長
一  

妻

■
釋 

妙
壽
（
高
阪 

一
壽
枝
）

二
月
二
十
六
日  

高
阪 

進  

母

■
釋 

妙
美
（
衣
笠 

美
代
子
）

三
月
十
二
日  

衣
笠 

辰
夫  

妻

■
解
脱
院 

釋 

義
学
（
三
上 

義

雄
）

六
月
二
十
六
日  

三
上 

金
司  

父

■
釋 

普
照
（
三
上 

伊
三
郎
）

十
月
十
三
日  

中
川 

孝
子  

父

■
釋 

勝
敏
（
古
川 

敏
夫
）

十
一
月
十
三
日  

古
川 

久
詞  

父

■
釋 

利
聖
（
池
見 

利
一
良
）

十
一
月
十
四
日  

池
見 

隆
志  

父

【
三
回
忌
】
平
成
二
十
四
年

■
最
勝
院 

釋 

正
覚
（
横
尾 

正

人
）

七
月
十
一
日  

横
尾 

宮
子  

夫

■
釋 

尼
惠
證
（
田
中 

志
ま
）

九
月
二
十
二
日  

田
中 

正
浩  

祖

母■
釋  

成
海
（
三
上 

成
子
）

十
月
二
十
二
日  

棚
田 

之
子  

母

【
一
周
忌
】
平
成
二
十
五
年

■
釋 

長
養
（
植
西 

長
一
）

九
月
二
十
五
日 

植
西 

藤
子 

父

■
三
学
院 

釋 

正
信
（
三
上 

正

次
）

十
月
十
八
日 

三
上 

暁
男 

父

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

※

右
は
過
去
帳
の
該
当
年
の
記

載
を
全
て
書
き
出
し
た
も
の
で

す
の
で
、
既
に
法
事
を
済
ま
さ

れ
た
も
の
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

個
人
情
報
に
該
当
し
ま
す
の

で
、
本
紙
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
度

　
年
忌
繰
出

【寿命寺 今年の予定】　

＊1/1 元旦会

＊2月下旬 婦人会総会

＊3月下旬 総会

＊4月上旬 壮年会総会

＊5/11 永代経・蓮如上人 

　　　  500 回遠忌法要

＊5月下旬 婦人会降誕会

＊7/13 滋賀組十六日講

＊8/15 盂蘭盆会

＊10/25-26 報恩講

＊12/31 除夜会

上記詳細やその他の情報は随
時下記ウェブサイトでご確認
ください。


